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春
季
大
祭
は
、
穏
や
か
な
お
天
気
の
中
、

教
祖
が
子
供
可
愛
い
故
に
、
二
十
五
年
の
定

命
を
縮
め
ら
れ
現
身
を
隠
さ
れ
た
親
心
に
思

い
を
い
た
し
、
一
手
一
つ
に
陽
気
に
勇
ん
で

つ
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

変
異
株
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
が
あ
っ
と
い
う
間
に

流
行
し
、
ま
ん
延
防
止
処
置
が
各
地
で
と
ら

れ
た
せ
い
も
あ
っ
て
か
、
祭
典
が
終
わ
っ
て
、

教
祖
殿
に
向
か
う
途
中
、
東
回
廊
か
ら
中
庭

を
見
る
と
、
参
拝
者
は
少
な
か
っ
た
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

創
立
百
三
十
周
年
記
念
祭
を
迎
え
る
節
目

に
、
後
継
者
に
譲
る
事
を
決
め
、
記
念
祭
と

七
代
会
長
就
任
奉
告
祭
を
、
五
月
二
十
二
日

に
つ
と
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
を
、
真
柱
様
に

御
内
諾
頂
き
、
活
動
方
針
、
実
働
項
目
を
心

定
め
勤
め
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
五
月

二
十
二
日
に
記
念
祭
・
奉
告
祭
を
勤
め
る
に

先
立
ち
、
今
月
二
十
六
日
、
記
念
祭
の
お
運

び
、
続
い
て
、
後
継
者
が
任
命
の
お
運
び
を

さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
す
。

再
び
コ
ロ
ナ
が
蔓
延
し
始
め
、
人
流
抑
制
、

人
数
制
限
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
よ

う
ぼ
く
信
者
の
方
々
と
お
会
い
す
る
機
会
が

少
な
く
な
り
ま
す
が
、
お
た
す
け
を
す
る
事

を
止
め
れ
た
分
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
有
難

い
こ
と
に
、
お
願
い
づ
と
め
を
さ
せ
て
頂
く

こ
と
が
出
来
ま
す
。
又
、
記
念
祭
・
奉
告
祭

に
参
拝
出
来
る
だ
ろ
う
か
と
、
心
配
も
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
が
、
記
念
祭
・
奉
告
祭
に
参

拝
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
思
い
で
、
「
朝

夕
に
神
様
に
手
を
合
わ
せ
よ
う
」
「
悩
め
る

人
に
耳
を
傾
け
寄
り
添
う
」
「
親
孝
行
夫
婦

仲
良
く
陽
気
ぐ
ら
し
」
こ
の
実
働
項
目
に
添

い
、
教
祖
に
お
喜
び
頂
け
る
姿
を
思
い
浮
か

べ
、
私
に
出
来
る
こ
と
、
す
べ
き
こ
と
を
実

行
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
記
念
祭
・
奉
告
祭
当
日
ど

の
様
な
状
況
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
親
神
様

の
ご
守
護
と
受
け
止
め
、
勤
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

創
立
百
三
十
周
年
記
念
祭
・
七
代
会
長
就

任
報
告
祭
を
目
標
に
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
ゴ
ー
ル
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
一
月
四
日
の
年
頭
会
で
、
真
柱
様

か
ら
教
祖
百
四
十
年
祭
を
つ
と
め
る
事
を
御

発
表
頂
き
ま
し
た
。
教
祖
百
四
十
年
祭
に
向

け
て
の
助
走
と
捉
え
、
教
祖
ひ
な
が
た
の
道

を
辿
り
、
誠
の
人
と
な
る
よ
う
、
身
近
な
人

々
の
こ
と
を
心
に
か
け
、
思
い
や
り
、
幸
せ

に
な
っ
て
ほ
し
い
、
た
す
か
っ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
熱
意
を
持
っ
て
、
た
す
け
一
条
の

上
に
努
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。

尚
、
今
月
の
月
報
の
紙
面
が
、
私
の
最
後

の
挨
拶
と
な
り
ま
す
。
振
り
返
れ
ば
、
平
成

元
年
二
月
二
十
六
日
に
、
任
命
の
お
運
び
を

さ
せ
て
頂
き
、
今
月
二
十
六
日
で
三
十
三
年

に
な
り
ま
す
。
親
神
様
・
教
祖
の
ご
守
護
は

申
す
ま
で
も
な
く
、
初
代
先
人
達
が
尽
く
し

運
び
、
真
実
の
種
を
蒔
い
て
下
さ
れ
た
お
徳

に
よ
り
、
又
、
皆
様
方
の
お
心
、
お
力
を
頂

い
て
、
勤
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
後
継
者
夫
婦
、
私
共
と
同
じ
く
、
お
心

お
力
添
え
を
頂
き
、
お
育
て
頂
き
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

会
長
を
引
い
て
も
一
よ
う
ぼ
く
と
し
て
、

皆
さ
ん
と
共
に
、
た
す
け
一
条
に
勤
め
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
長
年
あ
り
が
と
う
御
座
い
ま

し
た
。
寒
さ
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
が
、
気
を

付
け
て
お
勤
め
下
さ
い
。

立
教
百
八
十
五
年
二
月
一
日

天
理
教
繁
藤
大
教
会
長

坂

本

照

仁
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【立
教
百
八
十
四
年
十
二
月
月
次
祭

祭
文
】

こ
れ
の
神
床
に
お
鎮
ま
り
下
さ
い
ま
す
親
神
天
理
王
命
の
御
前
に
、
天
理
教
繁
籐
大
教
会
長

坂
本
照
仁
慎
ん
で
申
し
上
げ
ま
す
。

親
神
様
は
、
ど
ろ
海
の
世
界
を
味
け
な
く
思
召
、
神
人
和
楽
の
陽
気
ぐ
ら
し
を
楽
し
み
に
人
間

世
界
を
お
造
り
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
真
実
を
明
か
し
、
一
れ
つ人
間
に
陽
気
ぐ
ら
し
への
道
を

教
え
よ
う
と
て
、
教
祖
を
や
し
ろ
と
し
て
表
に
現
わ
れ
身
を
以
て
陽
気
ぐ
ら
し
の
ひ
な
が
た
の
道

を
お
示
し
下
さ
れ
、
た
す
け
一
条
の
道
を
お
啓
き
下
さ
い
ま
し
た
。
私
共
は
及
ば
ぬ
な
が
ら
も

親
神
様
の
思
召
に
お
応
え
さ
せ
て
頂
け
る
よ
う
、
た
す
け
一
条
に
励
ま
せ
て
頂
い
て
居
り
ま

す
。
そ
の
中
に
、
一
れ
つ子
供
を
た
す
け
た
い
故
に
つと
め
を
急
き
込
ま
れ
、
二
十
五
年
の
定
命
を

お
縮
め
に
な
ら
れ
、
現
身
を
お
隠
し
遊
ば
さ
れ
た
尊
い
縁
の
月
に
当
た
り
ま
す
の
で
、
今
日
の
吉

日
に
春
の
大
祭
を
執
り
行
い
、
教
祖
の
御
恩
に
報
い
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
、
お
つと
め
奉
仕
者
一
同

参
来
集
う
人
々
と
共
に
、
一
手
一
つに
座
り
づ
と
め
・て
を
ど
り
を
陽
気
に
勇
ん
で
つと
め
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
何
卒
親
神
様
に
も
こ
の
真
実
を
お
受
取
り
下
さ
い
ま
し
て
、
お
勇
み
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

又
、
私
共
一
同
は
、
一
昨
年
よ
り
創
立
百
三
十
周
年
記
念
祭
・七
代
会
長
就
任
奉
告
祭
に
向

け
て
、
信
仰
の
元
一
日
に
立
ち
返
ろ
う
。
活
動
方
針
、
人
々
の
た
す
か
り
を
願
い
陽
気
ぐ
ら
し
の

輪
を
広
げ
よ
う
。
実
働
項
目
、
お
つと
め
・朝
夕
に
神
様
に
手
を
合
わ
せ
よ
う
。
に
を
い
が
け
お
た

す
け
・悩
め
る
人
に
耳
を
傾
け
寄
り
添
う
。
陽
気
ぐ
ら
し
の
実
践
・夫
婦
仲
良
く
陽
気
ぐ
ら

し
、
を
心
定
め
勤
め
さ
せ
て
頂
い
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
創
立
百
三
十
周
年
記
念
祭
・

七
代
会
長
就
任
奉
告
祭
の
年
を
迎
え
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
旬
に
、
道
の
上
に
は
御
目
標

様
の
お
戻
り
、
世
界
に
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
、
合
図
立
て
合
う
節
を
お
見
せ
頂
き
、
教
会
活
動

も
思
う
よ
う
に
勤
め
さ
せ
て
頂
く
事
が
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
い
ま
の
み
ち
い
か
な
み
ち
で
も

な
け
く
な
よ

さ
き
の
ほ
ん
み
ち
た
の
し
ん
で
い
よ
、
と
困
難
な
道
で
あ
って
も
決
し
て
歎
く
こ
と

な
く
、
将
来
見
え
て
く
る
陽
気
ぐ
ら
し
の
道
を
楽
し
み
に
思
い
、
日
々
勇
ん
で
通
る
よ
う
に
と

仰
せ
下
さ
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
、
教
祖
ひ
な
が
た
の
道
中
、
先
人
達
が
官
権
の
激
し
い
干
渉
に
あ
っ

て
も
い
ず
む
ど
こ
ろ
か
勇
み
立
ち
、
全
国
に
教
え
を
広
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
私
共
も
こ
の
困
難
な

節
の
中
、
神
一
条
に
心
を
結
び
、
親
神
様
の
急
き
込
ま
れ
る
思
召
に
お
応
え
さ
せ
て
頂
け
る
よ

う
、
旬
を
外
さ
ず
節
か
ら
芽
が
出
る
真
実
の
種
を
蒔
か
せ
て
頂
き
、
時
旬
の
御
用
に
つと
め
さ
せ

て
頂
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
卒
親
神
様
に
も
こ
の
真
実
を
お
受
取
り
下
さ
い
ま
し
て
、
萬
た
す
け
の
上
に
は
、
尚
も
自
由
の

理
を
お
見
せ
頂
き
、
人
々
の
我
さ
え
良
く
ば
の
埃
心
を
す
き
や
か
に
祓
い
清
め
て
、
互
い
に
手
を

取
り
た
す
け
合
う
陽
気
ぐ
ら
し
の
世
界
に
立
て
替
り
ま
す
よ
う
、
お
導
き
の
程
を
一
同
と
共

に
慎
ん
で
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

《
繁
藤
大
教
会
立
教
百
八
十
五
年

春
季
大
祭
祭
典
役
割
》

祭

主

大

教

会

長

安

部

道

郎

指

図

方

為

田

紀

久

男

伊

藤

正

福

扈

者

河

村

道

興

立

花

真

一

郎

扈

者

坂

本

久

徳

佐

々

木

恵

賛

者

安

部

道

郎

佐

藤

成

彦

賛

者

佐

々

木

恵

空

閑

一

将

座

り

づ

と

め

て
を
ど
り
前
半

て
を
ど
り
後
半

大

教

会

長

佐

藤

節

幸

安

部

道

郎

男

坂

本

輝

男

田

村

聡

佐

佐

々

木

恵

為

田

紀

久

男

伊

藤

正

福

空

閑

一

将

大
教
会
長
夫
人

宮

田

ま

ゆ

み

田

村

睦

美

女

坂

本

好

恵

河

村

美

佐

子

武

市

ま

ち

子

黒

石

伸

子

村

上

美

栄

子

為

田

賢

子

藤

田

憲

明

立

花

真

一

郎

佐

藤

成

彦

地

方

河

村

道

興

佐

藤

成

彦

前

田

豊

田

村

久

徳

宮

田

教

一

坂

井

博

文

笛

宮

田

孝

道

田

村

省

悟

藤

田

誠

チ
ャ
ン
ポ
ン

村

上

英

士

村

上

由

高

村

上

由

高

拍

子

木

田

村

辰

久

佐

々

木

恵

石

川

信

雄

太

鼓

坂

本

久

徳

藤

田

誠

田

村

省

悟

す

り

が

ね

為

田

基

紀

黒

河

明

大

宮

田

教

一

小

鼓

佐

藤

栄

治

石

川

信

雄

黒

河

明

大

琴

藤

田

洋

美

佐

藤

文

代

秋

月

孝

子

三

味

線

佐

藤

順

子

為

田

賢

子

村

上

美

栄

子

胡

弓

河

村

美

佐

子

坂

本

喜

子

佐

藤

明

子

神

殿

講

話

大

教

会

長

八足出し
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【
帰
参
見
込
み
調
査
報
告
提
出
の
お
願
い
】

先
月
二
十
日
、
年
頭
の
集
い
に
お
い
て
各
教
会
に
帰
参
見
込
み
調
査

報
告
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
旨
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
ご
参
加
で
き

な
か
っ
た
教
会
に
は
今
回
の
月
報
に
「
繁
藤
大
教
会
創
立
百
三
十
周
年

記
念
祭
・
七
代
会
長
就
任
奉
告
祭
に
お
け
る
参
拝
の
受
け
入
れ
体
制
に

つ
い
て
」
と
併
せ
て
同
封
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
現
状
と
調
査
報
告
の

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
二
月
十
九
日
ま
で
に
大
教
会
ま
で
ご
提
出

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
よ
ふ
ぼ
く
・
信
者
情
報
の
確
認
リ
ス
ト
提
出
の
お
願
い
】

年
頭
の
集
い
に
お
い
て
各
教
会
へ
配
布
致
し
ま
し
た
確
認
リ
ス
ト

は
、
転
籍
・
転
住
・
改
姓
な
ど
の
変
更
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
同
封
の

「
よ
ふ
ぼ
く
・
信
者
情
報
の
現
状
確
認
に
つ
い
て
お
願
い
」
を
ご
参
照

の
上
修
正
い
た
だ
き
、
三
月
二
十
日
ま
で
に
大
教
会
ま
で
ご
提
出
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
本
部
月
次
祭
昇
殿
参
拝
に
つ
い
て
】

本
部
月
次
祭
に
は
、
現
在
、
各
大
教
会
に
割
り
当
て
ら
れ
た
人
数
の

み
昇
殿
参
拝
を
さ
せ
て
頂
く
事
が
で
き
ま
す
。
本
年
三
月
ま
で
の
間
、

繁
藤
と
し
て
の
割
り
当
て
は
各
月
二
十
名
で
す
。
部
内
教
会
ご
と
に
割

り
当
て
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
昇
殿
参
拝
を
希
望
さ
れ
る
方
は
大
教

会
坂
本
久
徳
（
携
帯
０
８
０
ー
３
９
２
０
ー
１
８
１
７
）
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。
先
着
二
十
名
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、
二
十
名
を
超
え
る
場

合
は
、
今
ま
で
の
状
況
を
考
慮
し
て
調
整
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

【
婦
人
会
】

○
「
天
理
教
婦
人
会
大
百
四
回
総
会
」

四
月
十
九
日
・
本
部
中
庭
で
の
婦
人
会
総
会
は
、
各
支
部
の
代
表
者

の
み
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
「
立
教
百
八
十
五
年
活
動
方
針
ポ
ス
タ
ー
」

直
属
教
会
を
通
し
て
各
委
員
部
に
一
枚
ポ
ス
タ
ー
を
配
布
致
し
ま

【
神
殿
講
話
】

（

二

月

）

田

村

辰

久

【
修
養
科
生
並
び
に
お
さ
づ
け
の
理
拝
戴
者
講
話
】

（

二

月

）

田

村

久

徳

【
教
会
長
神
殿
当
番
】

（

二

月

）

細

島
・
日
之
富
・
大
豊
田

（

三

月

）

新

立
・
児
島
郷
・
百

生

【
詰
所
教
養
掛
】

（

二

月

）

田

村

聡

佐

（

三

月

）

渡

辺

国

源

【
詰
所
事
務
掛
】

（

二

月

）

村

上

由

高

（

三

月

）

立

花

孝

一

【
ひ
の
き
し
ん
】

○
婦
人
会
詰
所
ひ
の
き
し
ん

二
月
二
十
五
日
～
二
十
六
日
（

未

定

）

○
本
部
食
堂
ひ
の
き
し
ん

三
月
十
六
日
～
三
十
一
日

高

杉

分
教
会

七
月
一
日
～
十
五
日

紋

膽

分
教
会

【
初
席
者
】

方

城

竹

下

環

【
教
会
長
資
格
検
定
講
習
】

藤

広

三

井

啓

志
（
記
載
漏
れ
）

【
教
人
登
録
】
長
濱
町

中

村

隆

之

【
を
び
や
】

二

件
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エ
ピ
ソ
ー
ド
⑧

「
浜
田
道
久

三
代
会
長
」

Ｍ

・

／

初
代
会
長

徳
太
郎
の
三
男
と
し
て
出
生

34

4

29

Ｍ

・

／

浜
田
登
の
養
子
と
し
て
入
籍
（
※1

）

45

6

18

Ｔ

・

／

繁
藤
大
教
会
三
代
会
長
拝
命

15

12

5

（
こ
の
時
、
道
久
二
十
五
歳
、
部
内
教
会
三
十
七
ヶ
所
）

Ｓ

・

／

二
代
真
柱
様
の
お
入
り
込
み
を
戴
く

4

12

10

Ｓ

・

／

昭
和
ふ
し
ん
に
つ
き
、
髙
知
大
教
会
献
木
探
査
員
の

6

2

21

一
員
と
し
て
探
木
開
始

Ｓ

・

／

溝
渕
登
志
恵
と
結
婚

8

9

8

Ｓ

・

／

髙
知
大
教
会
長
様
お
入
り
込
み
の
も
と
、
向
田
移
転
地

9

3

17

の
地
な
ら
し
始
め
る

／

髙
知
大
教
会
准
員
拝
命

10

7

Ｓ

・

髙
知
大
教
会
役
員
拝
命

12

1

Ｓ

・

／

繁
藤
大
教
会
と
改
称
・
分
離
（
部
内
五
十
七
ヶ
所
）

16

3

26

Ｓ

・

／

創
立
五
十
周
年
記
念
祭
執
行

17

1

22

Ｓ

・

／

朝
づ
と
め
中
、
教
祖
に
参
拝
の
直
後
出
火
、
事
務
所
、

19

5

24

御
居
間
、
客
間
等
全
焼
す
る

Ｓ

・

／

「
三
大
方
針
」
を
提
唱
す
る

21

3

21

Ｓ

・

／

移
転
建
築
落
成
奉
告
祭

26

3

20

Ｓ

・

／

創
立
六
十
周
年
記
念
祭
執
行

27

12

3

同
年

高
知
教
区
長
拝
命

Ｓ

・

「
お
や
さ
と
ふ
し
ん
方
」
ひ
の
き
し
ん
部
主
任

28

4

Ｓ

・

／

坂
本
道
照

四
代
会
長
拝
命

30

1

26

vol .8

す
。
教
会
内
に
お
貼
り
下
さ
い
。

○
「
ひ
な
が
た
を
学
ぶ
③
」

直
属
教
会
を
通
し
て
フ
ァ
イ
ル
を
配
布
致
し
ま
す
。
ご
活
用
下
さ
い
。

【
少
年
会
】

一
月
二
十
七
日
、
少
年
会
本
部
で
は
年
頭
幹
部
会
が
行
わ
れ
、
そ
の
席

上
西
田
委
員
長
か
ら
活
動
方
針
の
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
別
紙
と
し
て
同
封
し

て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
下
さ
い
。

又
、
今
回
で
第
四
十
回
目
に
な
り
ま
す
「
お
つ
と
め
ま
な
び
総
会
」
を
左

記
の
日
程
で
つ
と
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
各
隊
と
も
大
勢
ご
参
加
下
さ
い
ま

す
よ
う
、
お
世
話
取
り
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記

日

時

四
月
一
日
（
金
）
十
時
よ
り

場

所

大
教
会

参
加
御
供

一
人
、
五
円

お
つ
と
め
役
割

座
り
づ
と
め

‥
‥
‥
・

中
学
生
で
つ
と
め
る

よ
ろ
づ
よ
八
首
、
一
・
二
下
り
目
‥
‥

本
山
・
馬
関
・
別
府
・
飯
武
・
藤
広
隊

三
・
四
下
り
目

‥
‥
‥

城
下
隊

五
・
六
下
り
目

‥
‥
‥

西
田
川
隊

七
・
八
下
り
目

‥
‥
‥

垣
生
隊

九
・
十
下
り
目

‥
‥
‥

種
崎
隊

十
一
・
十
二
下
り
目
‥
‥
直
属
・
藤
高
・
佐
岡
・
高
杉
隊

【
学
生
会
】

来
る
三
月
に
行
わ
れ
ま
す
「
学
生
生
徒
修
養
会
大
学
の
部
」
は
、
今
回
、

三
月
二
日
か
ら
六
日
ま
で
と
、
八
日
か
ら
十
二
日
ま
で
の
二
回
に
分
け
て
開

催
さ
れ
ま
す
。
対
象
は
、
大
学
・
短
期
大
学
・
大
学
院
・
専
門
学
校
・
高
等

専
門
学
校
四
年
生
以
上
に
在
学
し
て
い
る
方
で
す
。
今
月
十
五
日
ま
で
が
申

し
込
み
期
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

申
し
込
み
お
問
い
合
わ
せ
は
、
大
教
会
（
為
田
）
ま
で
。
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〜

想

〜

繁
藤
の
道
に
お
け
る
浜
田
道
久
三
代
会
長
の
ご
功
績
は
、
多
大
な
る
も

の
で
あ
り
ま
し
た
。
若
干
二
十
五
歳
で
会
長
を
拝
命
し
、
教
会
の
芯
と
し

て
務
め
ら
れ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
御
本
部
神
殿
の
昭
和
ふ
し
ん
の
献
木

活
動
で
の
ご
尽
力
。
ま
た
大
教
会
へ
の
分
離
昇
格
や
、
繁
藤
の
今
の
神
殿

ふ
し
ん
を
は
じ
め
と
し
た
「
三
大
方
針
」
の
提
唱
・
活
動
展
開
。
そ
し
て

会
長
を
道
照
四
代
会
長
に
譲
っ
た
後
の
、
御
本
部
に
お
け
る
様
々
な
お
役

の
歴
任
な
ど
が
ご
功
績
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
昭
和
ふ
し
ん

の
御
用
材
献
木
の
活
動
に
関
し
て
は
、
繁
藤
大
教
会
発
刊
の
「
年
譜
表
と

写
真
集
」
に
あ
る
「
昭
和
ふ
し
ん
（
第
十
二
回
天
理
教
青
年
会
求
道
者
講

習
会
で
の
お
話
・P369

）」
を
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
、
当
時
の
ご
苦
心
、

真
実
尽
く
し
た
さ
ま
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
献
木

活
動
に
お
い
て
繁
藤
は
当
時
、
髙
知
大
教
会
の
い
ち
部
内
教
会
で
あ
り
、

言
う
ま
で
も
な
く
髙
知
大
教
会
の
二
代
会
長
で
あ
る
島
村
國
治
郎
先
生
を

は
じ
め
と
し
た
、
髙
知
に
つ
な
が
る
先
人
先
生
方
の
ご
尽
力
・
真
実
が
結

集
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
道
久
三
代
会

本
部
准
員
に
登
用
さ
れ
る

4

別
席
取
次
人
拝
命

10

Ｓ

・

／

修
養
科
主
任
拝
命

31

12

26

Ｓ

・

教
祖
八
十
年
祭
ふ
し
ん
掛
拝
命

38

1

Ｓ

・

／

本
部
員
に
登
用
さ
れ
る

40

4

18

Ｓ

・

／

布
教
部
次
長
拝
命

41

8

1

Ｓ

・

お
は
こ
び
掛
拝
命

43

12

Ｓ

・

／

祭
事
室
神
殿
掛
主
任
拝
命

46

10

26

Ｓ

・

／

出
直
（
享
年
七
十
七
歳
）

54

7

6

※

登
は
初
代
会
長
徳
太
郎
の
次
男
で
あ
り
、
先
に
浜
田
家
の
養
子

1

に
入
っ
て
い
た
。
登
は
道
久
を
養
子
に
迎
え
た
後
、
髙
知
部
属

の
幡
多
分
教
会
の
柿
谷
家
へ
婿
養
子
と
し
て
入
籍
。

〜

補
筆

〜

【
三
代
会
長
時
代
の
設
立
教
会
】

久
枝
村
（S2.4.14

）
、
東
枝
光
（S4.2.28

）
、
赤
池
（S6.5.25
）
、

金
宮
（
の
ち
の
南
田
川
・S6.7.24

）
、
種
一
（S7.10.30

）
、

髙
昭
（S8.2.28

、
※2

）
、
徳
能
（S8.4.25

）
、
若
梅
（S8.4.28
）
、

児
島
郷
（S8.4.28

）
、
博
喜
（S8.10.30

）
、
関
守
（S9.3.28

）
、

湧
別
（
の
ち
の
紋
湧
・S9.11.15

）
、
孕
（S10.12.16

）
、
天
神
島
（S12.6.27
）
、

小
倉
郷
（S12.3.31

）
、
紋
膽
（S12.5.15

）
、
関
彦
（S21.4.30

）
、

百
春
（S12.12.15

）
、
城
企
救
（
の
ち
の
繁
南
・S12.12.15

）
、

浪
吉
（S21.4.30

）
、
六
藤
（S21.9.27

）
、
桂
浜
（S21.10.30

）、

笹
春
（
の
ち
の
大
豊
田
・S22.5.25

）
、
関
海
（S24.4.25

）
、

細
島
（S26.10.26

）
、
田
井
（S27.10.27

）
、
長
浜
町
（S27.10.27

）

※

髙
昭
分
教
会
は
台
湾
に
設
立
さ
れ
た
繁
藤
に
と
っ
て
初
め
て
の

2

海
外
教
会
で
あ
っ
た
。
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長
の
歩
ま
れ
た
道
中
で
大
き
な
出
来
事
を
一
つ
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
や
は

り
「
三
大
方
針
」
の
提
唱
・
活
動
展
開
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
回
は
、
こ
の
「
三
大
方
針
」
に
つ
い
て
少
し
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
三
大
方
針
」
は
昭
和
二
十
一
年
に
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
三
つ
の

方
針
は
以
下
の
通
り
で
す
。

一
、
百
万
人
信
徒
結
成

二
、
よ
う
ぼ
く
養
成
（
教
師
一
万
人
、
授
訓
者
十
万
人
）

三
、
大
教
会
神
殿
建
築

こ
こ
で
い
う
、[

信
徒]
と
は
、
信
徒
加
入
御
願
と
お
誓
書
（
※

写
真
参

3

照
）
を
も
っ
て
天
理
教
に
入
信
し
た
者
を
指
し
ま
す
。
そ
し
て[

教
師]

と[

授

訓
者]

と
い
う
の
は
、
今
で
い
う[
教
人
資
格
者]

と[

よ
う
ぼ
く]

に
当
た
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
三
大
方
針
」
を
掲
げ
た
前
年
、
日
本
が
大
東
亜
戦
争
終
結
の
ま
さ
に

そ
の
日
の
朝
、
道
久
三
代
会
長
は
あ
る
夢
を
見
ま
す
。
そ
れ
は
、「
従
来
の

戦
争
方
式
は
行
き
詰
ま
っ
た
。
こ
れ
よ
り
天
理
教
教
義
に
基
づ
く
戦
を
開

始
せ
よ
。」
と
の
天
の
声
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
ま
さ
に
そ
れ
ま
で
、
御

本
部
を
は
じ
め
繁
藤
に
お
い
て
も
戦
争
に
よ
っ
て
、
信
仰
に
大
き
く
制
限

を
虐
げ
ら
れ
る
日
々
が
続
い
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
か
ぐ
ら
面
の
着
用

中
止
や
、
よ
ろ
づ
よ
八
首
・
三
下
り
目
・
五
下
り
目
の
省
略
（
や
ま
と
の

ぢ
ば
」
「
も
と
の
か
み
」
「
じ
つ
の
か
み
」
な
ど
が
対
象
）
。
繁
藤
に
お
い

て
も
、
神
殿
建
築
の
延
期
や
移
転
案
の
頓
挫
、
部
内
教
会
の
戦
争
被
害
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
終
戦
後
す
ぐ
に
御
本
部
で
は
復
元
が
打

ち
出
さ
れ
、
翌
年
に
は
教
祖
六
十
年
祭
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

間
も
な
い
三
月
に
提
唱
し
た
の
が
「
三
大
方
針
」
で
す
。
終
戦
の
混
乱
の

中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
大
教
会
役
員
・
部
内
教
会
長
は
じ
め
、
信
者
一

同
の
胸
に
「
さ
あ
こ
れ
か
ら
世
界
だ
す
け
へ
」
と
い
う
熱
が
急
激
に
高
ま

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
ま
す
。

昭
和
二
十
二
年
に
移
転
建
築
の
お
許
し
を
い
た
だ
い
て
四
年
後
の
昭
和

二
十
六
年
に
二
代
真
柱
様
お
入
り
込
み
の
も
と
、
移
転
建
築
落
成
奉
告
祭

を
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
真
柱
様
は
神
殿
ふ
し
ん
に
お
け
る
経

緯
や
親
神
様
の
お
計
ら
い
を
聞
か
れ
、
「
わ
し
も
出
さ
な
い
か
ん
な
ぁ
」

と
言
わ
れ
、
そ
の
月
「
こ
れ
を
も
っ
て
百
万
人
救
け
の
ノ
ロ
シ
を
上
げ
よ
」

と
御
供
（
三
千
包
十
七
袋
五
万
千
個
）
を
下
附
さ
れ
、
一
同
大
い
に
感
激

奮
発
し
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
真
柱
様
は
神
殿
の
設
計
や
様
子
を
と
て

も
お
気
に
召
さ
れ
、
加
え
て
教
内
の
中
で
も
戦
後
間
も
な
い
神
殿
建
築
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
神
殿
建
築
を
検
討
し
て
い
る
他
系
統
の
大
教
会
な

ど
に
対
し
て
「
繁
藤
の
神
殿
を
参
考
に
見
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ

っ
た
と
い
う
話
が
残
っ
て
い
ま
す
。２代真柱様お入込み

落成奉告祭の賑わい
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- 8 -

そ
し
て
道
久
三
代
会
長
は
、
昭
和
三
十
年
に
坂
本
道
照
四
代
会
長
に
会

長
の
職
を
譲
り
、
そ
の
年
す
ぐ
に
本
部
准
員
に
登
用
い
た
だ
き
ま
す
。
約

三
十
年
に
わ
た
り
、
会
長
と
し
て
命
燃
や
し
尽
く
し
た
真
実
を
お
受
け
取

り
い
た
だ
い
た
の
だ
と
推
察
い
た
し
ま
す
。
こ
の
道
久
三
代
会
長
を
は
じ

め
と
す
る
繁
藤
に
つ
な
が
る
先
人
先
生
方
の
ご
苦
労
と
真
実
の
信
仰
を
振

り
返
る
と
、
今
を
生
き
る
我
々
も
よ
り
一
層
力
強
く
歩
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

切り出した献木を前にして（左から２番目が道久会長）

道久３代会長をはじめ、道照４代会長、藤恵５代会長、

照仁６代会長が皆揃った写真（昭和３０年ごろ）
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立 教 百 八 十 四 年 活 動 方 針

創 立 百 三 十 周 年 記 念 祭 ・ 七 代 会 長 就 任 奉 告 祭 に 向 け て

《信仰の元一日に立ち返ろう》
活 動 方 針
（ 三 年 間 を 通 じ ）

『 人 々 の た す か り を 願 い 、
陽 気 ぐ ら し の 輪 を 広 げ よ う 』

実 働 項 目

●おつとめ
・朝夕に神様に手をあわせよう

●にをいがけ・おたすけ
・悩める人に耳を傾け、寄り添う

●陽気ぐらしの実践
・親孝行、夫婦仲良く、陽気ぐらし

三 年 千 日 活 動

・本部月次祭に参拝し、おぢばの理を戴こう

・毎月二十六日朝、本部回廊拭きひのきしんの実施

・ブロック活動

にをいがけ、ひのきしん、バザ－、物々交換、

お楽しみ行事を通じて、友だちを誘い参加し

てもらおう
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